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◎はじめに
キューバ経済の実情を最もよく表しているのは，
二重通貨制であろう。キューバでは 2 種類の通貨
が流通している。一つは CUP（Peso Cubano. 以下
非兌換ペソ）で，もう一つは米ドルとほぼ同じ価値
を持つ，CUC（Peso Cubano Convertible. 以下兌
換ペソ）である。政府の発表する経済統計や，国
公営企業が外貨を売買する際には，1 非兌換ペソ
=1 兌換ペソの公定為替レートが適用されている。1
兌換ペソは 1 米ドルに固定されている。
しかし実際には，キューバ人や外国人の個人客
が利用する CADECA（国営両替所）では並行為替
レートが使われ，1 兌換ペソを持っていくと 24 非
兌換と交換できるので，24 非兌換ペソ =1 兌換ペ
ソとなる (1)。米ドルを兌換（＝交換）する際にはさ
らに 10% の課徴金が加わり，1 兌換ペソ =1.1 米ド
ルになる。なお一部の CADECA では円との兌換も
可能で，本年 3 月 12 日以前の旧レートでは，手数
料も含めて 1 兌換ペソ =93 円であったが，現在の
新レートでは 1 兌換ペソ＝ 82 円となる。
ホテルや外国人向けのレストランなどは兌換ペソ
写真 1　ハバナ市内の繁華街の様子（筆者撮影）
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しか使用できないので，非兌換ペソは短期間この国
を訪れる観光客には無関係の世界で，非兌換ペソの
紙幣を見ることも手で触れることもなかろう。しか
し給料を非兌換ペソで受け取る大部分のキューバ人
には，支払いが非兌換ペソか兌換ペソかは，決定的
な違いがある。全就業者の 85% を占める公務員と
国公営企業の従業員（以下公的部門の労働者）の平
均的な月収は 400 〜 500 非兌換ペソ（並行レートで
計算すると，1400円〜1700円の間）とされる。キュー
バが世界に誇る医療制度を支える医師の月収も，こ
の程度である。正直なところ，筆者には当初，こ
のような低い賃金で暮らしていることが信じられな
かった。ところが彼らの生活ぶりを観察していると，
現実であることがわかってきた。
市民の大事な交通手段は，一般にグアグアと呼
ばれるバスである。運賃は市内均一料金で 40 セン
タボ（1 非兌換ペソ＝ 100 センタボ。40 センタボは
約 1 円）である。かなり混み合い運行時間も不規
則だが，大部分の市民は自家用車を持っていない
ので，不可欠な公共サービスである。タクシーを
利用すると，初乗り料金は 1 兌換ペソである。ロー
ルパンが一つ約 1 非兌換ペソで，国産ビールはそ
の 24 倍の 1 兌換ペソとなる。
外貨に接する機会のある人々を除いて，いかに
して非兌換ペソ払いの生活を維持するかが，キュー
バで生きていくうえの鍵になる。しかし，非兌換
ペソで入手できる日用品 ･ サービスは減る傾向に
ある。例えば粉ミルクは兌換ペソでは手に入るが，
非兌換ペソではほぼ入手不可能である。洗剤や石
鹸なども同様である。後述のように市民の生活に
不可欠な配給手帳（libreta）も，将来は廃止される
方向にある (2)。
本稿では複雑なこの二重通貨制について，この
ようなシステムが導入されるに至るまでの経緯とそ
の要因，筆者の半年間の現地滞在の経験も踏まえ
て，そのもとで人々がいかにして暮らしているか，
そして最後に，二重通貨制のこれからの見通しに
ついて述べることにしたい。
Ⅰ 	 二重通貨制に至るまでの経緯
キューバでは，1959 年の革命の起きるかなり以
前の 19 世紀の後半から，1 ペソ =1 米ドルの固定
相場制が採用されていた。1960 年に米ドルが旧
ソ連の通貨であるルーブルに代置され，1 ペソ =1
ルーブルの固定相場となったが，1991 年のソ連崩
壊後，再び米ドルとペッグされた。正式に米ドル
が流通するようになったのは 1993 年である。
周知のように 1959 年 1 月に発足した革命政権
は，60 年代以降急速にソ連を中心とする社会主
義圏との経済協力関係を強化した。一時は中国と
の外交関係が緊密化したが，91 年のソ連崩壊ま
で，基本的にはソ連とその同盟諸国を構成メン
バーとする，コメコン（共産圏経済相互援助会議 
[COMECON]）諸国の一員として，社会主義諸国
の国際的な分業体制の中で，もっぱら砂糖輸出の
役割分担を果たしてきた。1980 年代まで，キュー
バの輸出額の 80% が対ソ連向けであり，その輸
出の 70 〜 80% 台を砂糖が占めていた。
1990 年代のソ連と東欧諸国の崩壊は，キュー
バに未曽有の経済危機をもたらした。1989 年か
ら 93 年の間に，GDP は 35% も減少した。1992
年の貿易額は前年比で輸出は 39%，輸入は 46%
減少した。かくして ｢平和時の非常時｣ と呼ばれ
る，革命始まって以来の，危機対処型の一連の経
済政策がとられた。
その柱の一つが，米ドルの流通解禁である。
同時に農産物の自由市場の開設，国営農場から
UBPC（農業組合基礎生産組織）への再編，自営
業の認可拡大，外国投資の促進，観光振興などが
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実施された。このような一連の自由化政策につい
て，キューバ研究の重鎮であるドミンゲス（Jorge 
I. Domínguez）は，｢端的に言って，1990 年代前
半にキューバ政府が採用した，政治経済の安定化
政策，経済自由化政策は成功し，経済の崩壊を
防ぎ，その回復をもたらせた（Domínguez at al. 
[2004 : 30]）」と積極的に評価している。
一連の自由化策が見るべき成果を上げ，ベネズ
エラとの経済協力が強化され，経済全体が回復基
調にあった 2005 年前後になると，キューバでは
ある種の揺り戻しが起きる。自由化は 1990 年代
中頃から所得格差を生み，2001 年以降は社会的
な不正行為，汚職が顕著に増加した。社会主義の
理念に反する風潮に対して，引退間際のフィデル・
カストロ議長は 2005 年 11 月のハバナ大学での
演説で，「このままでは革命が自壊する」と強い
口調で警告し，さらに「資本主義の手法で，社会
主義を建設できると信じた者は大きな過ちを犯し
た」とも発言した。要するに，キューバ社会主義
の方向性として，共産党の一党支配のもとで，国
家による経済活動の統制強化へと逆戻りしたので
ある（Castro [2005]）。
二重通貨制はこの時期に，より健全な単一通貨制
に転換するチャンスを逃してしまった（Vidal [2010 
: 34-35]）。2004 年 11 月，キューバ政府は「米国の
経済制裁への対抗」措置として，米ドルの流通を禁
止した。かくして国内には，非兌換ペソと兌換ペ
ソの二種類の通貨が流通することになる。なぜ単
一通貨に統一しなかったのか，あるいはできなかっ
たのかについては，さまざまな議論がある。
キューバは国際金融システムに参加していない
ので，国際通貨基金（IMF）のような国際金融機
関による，｢最後の貸し手｣ を頼めない。したがっ
てその分，自己完結型の通貨政策を実施しなくて
はならない。通貨の発行にはそのアンカーとして
の金もしくはハードカレンシーの外貨準備が不可
欠である。政府が市中の米ドルを吸収しながら，
かつ自律的な金融政策を実施するには，米ドルと
の兌換を保障された自国通貨が必要である。しか
し兌換ペソは現在，外貨の裏付けのないまま発行
されている（Vidal [2010b : 17]）。
キューバは外貨収入に困難をきたしている。
2000 年頃から，確かに堅調な経済成長を示して
いるが，外貨獲得の主要な役割を果たすべき輸出
は不振を極めている。主要輸出産物の砂糖は生産
量が大きく減少し，国内需要さえ満たすことがで
きない。キューバ駐在の信頼すべき外交団の情報
筋によれば，今ではブラジルから輸入していると
のことである。ニッケルは国際価格が下落してし
まった。逆に，国内で消費する食糧の 8 割近くを
輸入していることが象徴するように，輸入は増
加基調である。大幅な貿易赤字を緩和するため，
政府が厳しい輸入緊縮策を実施し，2008 年から
2009 年には輸入額は 37％減となったが，赤字傾
向は依然として続いている。要するに恒常的に外
貨が不足する状態である。キューバ経済を下支え
しているのは，観光収入，送金，そして年間 80
億米ドルとも推計される，ベネズエラからの経済
協力である（田中 [2011]）。
この国の教育と医療が無償であることは広く知
られ，政府は革命の成果であるとして世界中に喧
伝してきた。社会保障を重視するキューバ政府が
早急に対応を迫られてきたのは，国民の大多数を
占める公的セクターの就業者の最低限の生活を，
いかに維持するかということである。次節で具体
的に見ていくように，政府は多額の補助金を支出
しながら，基礎消費財の価格を国民の手の届く範
囲に抑えておく必要に迫られてきた。非兌換ペソ
と兌換ペソの並用が今日まで続けられていること
を理解する鍵は，ここにあると思われる。
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Ⅱ
	
政府補助は非兌換ペソ払いの世界
冒頭で触れたように，配給による生活必需品の
購入は，キューバ国民にとって，なくてはならな
い生計維持の手段である。また公共交通手段，新
聞や書籍などの印刷物，博物館，美術館，コンサー
ト，映画などの芸術文化活動についても，政府は
信じられないほど巨額の補助金を支出している。
その操作方法の一つは，1 非兌換ペソ＝ 1 兌換ペ
ソという本来はあり得ない，過大評価の為替レー
トがもたらしたものである。以下具体的にその仕
組みについて考えてみたい。
まず配給制度の基本となる，配給手帳を紹介
する。手元に，キューバ人の友人から譲り受け
た，実物が 1 冊ある。正式名称は食糧販売管理帳
（Control de Ventas para Productos Alimenticios）
で，大きさは縦 8 センチ横 13 センチの横長で，1
年間有効である。手帳は家族ではなく，核（nucleo）
という単位で発行され，核の代表者（世帯主）と
その構成員の氏名，生年月日が明記されている。
核は生計を共にする人々程度の意味である。この
手帳には 2009 年 1 月から 12 月までの，成人 3 人
が配給を受けた記録が記載されている。住所はハ
バナ市内プラヤ（Playa）地区である。
配給の対象となっている食糧は記載順に，米，
マメ，小麦，食用油，砂糖（精製，粗糖），塩，コー
ヒーなどである。なおこれ以外に，浴用石鹸，洗
濯石鹸，歯磨き粉，タバコなども対象品として記
載されているが，実際に配給されたのはそのうち
のごく一部である。月ごとに配給を受けた品物に
チェックが入り，その量が書かれている。ただし
価格は記載されていない。キューバ人の主食の一
つは，米である。一人あたりの年間消費量は 70
キロ弱で，日本の 60 キロを上回っている。キュー
バの米の自給率は 4 割ほどで，残りはベトナムな
どから輸入している (3)。
さて，この 3 人が 1 年間に配給で手に入れた米は，
合計で 62.5 キロである。3 人の平均年間消費量の合
写真 2　配給所の様子（筆者撮影）
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計は 210 キロなので，配給で手に入れる量は，年
間消費量の約 3 割にとどまっている。複数の調査に
よると，配給米の販売価格は 1 リブラ（約 500 グ
ラム），3.5 非兌換ペソ（約 12 円）である。同量の
コメの国際価格は 25 円程度であるから，かなり安
い。差額は，政府の補助金である。補助金を支出す
る方法の一つは，米を輸入する際の為替レートを 1
非兌換ペソ＝１兌換ペソにすることである。キュー
バでは，政府機関，公営企業，外資系企業などが外
貨を入手するには，政府の外貨割り当てを受けなけ
ればならない。5000 米ドル以上の兌換には，原則
としてキューバ中央銀行 が主宰する外貨割り当て
委員会（Comité de Aprobación de Divisas: CAD）
の許可が必要である。
コメの輸入の外貨割り当ては，優先度が高く設
定されているが，パンに使われる小麦粉や配給に出
されるコーヒーなども同様である。経済原則を無
視して，過大評価の公定レートを適用することで，
政府は巨額の為替損失を抱えることになる。配給に
は含まれないが，国民生活にとって不可欠な医薬品
や，印刷物，映画や各種芸術活動などは，その多く
が公定レートで外貨割り当てを受けている。
なおキューバでは基礎農産品は，配給所以
外にも，公設の農産品の自由市場（Mercados 
Agropecuarios）などで販売される。そこでも，
政府が価格の上限を設定する操作を行い，低く抑
えられている（Nova [2010 : 61-62]）。政府が 1 非
兌換ペソ＝１兌換ペソの公定レートをなかなか放
棄できない理由の一つは，このように生活に不可
欠な物資の輸入価格を低くしておくことにある。
もし 24 非兌換ペソ＝１兌換ペソの並行レートを
適用したとすれば，大幅な価格上昇をもたらすこ
とになる (4)。そして国民の不満が充満し，革命政
府の根幹を揺るがしかねない事態を招くことにな
る。
Ⅲ 	 生活実感としての非兌換ペソの価値
上述のような，配給に基づく食生活を実際に体
験することは，外国人にとっては困難である (5)。
筆者の半年間の滞在というごく限られた経験で
も，外食する場合によく利用したのは兌換ペソ払
いのレストランである。レストランは国営の場合
も，パラダール（Paladar）と呼ばれる家族経営
の小規模なレストランの場合もある。値段はどこ
もかなり高く，夕食ではキューバ人の 1 ヶ月分の
収入である 15 から 20 兌換ペソ位かかる。知人に
誘われて非兌換ペソ払いのレストランに行ったこ
ともあるが，米と黒豆（frijoles）が主体の食事で，
メニューには記載されている肉料理はなかった。
非兌換ペソで生活する人々にとっては，兌換払い
のレストランで食事することはかなりの贅沢であ
る。とはいえ，何らかの手段で兌換ペソを手に入
れ，高額の食事を愉しんだり，最新型の携帯電話
を所有する豊かなキューバ人が顕著に増えている
ことも，事実である。
「はじめに」で述べたように，庶民にとっての
不可欠の公共サービスの一つは，市内を循環する
バスである。これを利用できるかどうかで，生活
環境が大きく変化する。市内には 16 路線あり，
料金は 40 センタボである。2007 年から使用され
ている現在の車両は，中国の Yutong（宇通）社
製を輸入したものである。2 両連結でワンマン
カーなので，乗客は入り口で料金 20 センタボ硬
貨を 2 枚入れるが，つり銭は出ない。
しかし現実問題として，まず 20 センタボ硬貨
を市内で手に入れることはほぼ不可能に近い。バ
スを頻繁に利用する場合は，銀行で 20 センタボ
硬貨を大量に入手しておく。1 非兌換ペソ硬貨は
広く流通しているので，これで払う人もかなりい
る。場合によってはつり銭の分を，前後して乗車
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写真 3　キューバ市内を走るバス（撮影：山岡加奈子）
する見知らぬ人に譲ることもある。筆者にも何度
も，前に並んでいる人が払ってくれた。
さらに無賃乗車する人もかなり多い。というの
も車両は 2 両連結で，運転席の横の扉のほかに，
後ろに 2 カ所の扉があるが，降車専用とはいえ，
勝手に乗り込むことは可能である。運転手によっ
ては，乗車扱いを済ませた後から，後ろの扉を開
くこともあるが，それでも乗り込んでくる人は後
を絶たない。もっともこれは料金を払いたくない
というよりも，むしろ，後部のほうがすいている
ので，後ろの扉から乗ろうとするようである。40
センタボという運賃は，多くのキューバ人にとっ
ては負担感のない値段のようで，バスの料金設定
で人々の不満を聞いたことはなかった。運転が乱
暴であるとか，本来停車しなければならない停留
所を通過してしまう，あるいは停留所の停車位置
を守らないという苦情は，新聞やラジオでもよく
取り上げられていた。
少し余裕のある人々は，自営業者が走らせてい
る乗り合いタクシーを利用する。革命以前に輸入さ
れた，米国製の乗用車のボディーを使った，クラッ
シックカーが大半を占める。ほとんどがソ連製な
どのディ－ゼル・エンジンに交換してある。現地で
はマキナ（Máquina. スペイン語で機械の意味）と
呼ばれる。マキナは初乗り 10 〜 15 非兌換ペソで，
距離に応じて加算されるが，決められたルートしか
走行できない。グアグアの料金と比較すると，25
倍である。興味深いことに，グアグアは外国人が利
用できるのに対して，マキナは規則では禁じられて
いる。筆者は滞在中１回だけ，外国人だからという
ことで乗車拒否されたことがあった。しかしこれは
例外で，警察官の目の前で何度も乗り降りしたが，
とがめられたことは一度もなかった。マキナより
も１ランク上の公共交通機関は，いわゆるタクシー
である。乗客のほとんどは外国人である。料金メー
ターを使う場合は，初乗り 1 兌換ペソで，マキナの
2 倍くらいの料金となる。
非兌換ペソの購買力の強さを感じたのは，芸術
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円）。観光客などの外国人は 15 兌換ペソ（1230 円）
である。このように，政府は芸術文化活動の入場
料金には，非兌換ペソが大幅に過大評価されてい
る公定レートで算出した金額を設定している。
映画も同様である。毎年 12 月になると，ラテ
ンアメリカ新映画祭（Festival Internacional del 
Nuevo Cine Latinoamericano）がハバナ市内で開
催される。南北両アメリカで製作された多数の新
作映画が，市内数カ所の映画館で 10 日間にわた
り上映され，著名な映画関係者も多数訪れる。そ
のすべての映画の鑑賞通し券が，わずかに 20 非
兌換ペソである。このように，過大評価されたペ
ソの歪みは，新聞，書籍，中長距離バスや国内航
空便運賃などにも波及する。2010 年 9 月，フィデ
写真 4　露天商の様子（筆者撮影）
文化活動の入場料金である。筆者は幸い，外国人
登 録 証（Carné de Identidad para Extranjeros, 
Residencia Temporal）を所持していた。窓口
でこれを提示すると，たとえ外国人でもキュー
バ人と同様，１非兌換ペソ＝１兌換ペソの公定
レートが適用される。たとえば，2010 年 10 月
28 日から 11 月 7 日まで，ハバナ市内で第 22 回
ハバナ国際バレエ・フェスティバル（Festival 
Internacional de Ballet de la Habana）が，キュー
バ文化省の主催で開催された。これには米国の著
名なバレエ団である，アメリカン・バレエ・シア
ター（American Ballet Theatre）が出演した。
演奏はキューバ国立オーケストラであった。2 階
席の入場料金はわずかに 15 非兌換ペソ（約 50
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ル・カストロの初めての自伝である，『La Victoria 
Estratégica』が出版された。上質の紙を使い，カラー
写真や地図も豊富に挿入されている，総計 858
ページの立派な装丁の書物である。ハバナ市内の
いくつかの書店で，当初 1 冊 20 非兌換ペソで販
売されたが，あっという間に売り切れた。しばら
くして販売価格は 20 兌換ペソに変更されたが，
それでも在庫はほとんどない状態である。キュー
バ国内で販売される書籍はほぼすべて非兌換ペソ
払いである。国内航空便については，公定レート
はキューバ人にのみ適用され，座席数が限られて
いるので，航空券を入手するのは容易ではない。
配給手帳による最低限のカロリー源の供給，公
共料金や芸術文化活動への巨額の政府援助は，著
しく低く抑えられた公的部門の収入で暮らさざる
を得ない層の生活基盤を下支えしている。家計が
必要とする，香辛料やアルコール飲料を含む嗜好
食品，衣料品，靴，文房具，電化製品，ガソリン，
保険でカバーされない日用医薬品などの非耐久消
費財は，兌換ペソでしか入手できない。こうした
商品を購入するには，国公営企業である CIMEX，
TRD，Cubale，Caracol の経営する店舗に行くし
かない。しかしこのような店舗でも，外貨割り当
てが抑制され輸入できる商品に限りがあることも
あり，品数は少なく，モノ不足の状態が続いている。
厳しい生活状況の中で，人々はどのようにして
生計を立てているのか，外部の人間には計り知れ
ない部分も多い。キューバ人に尋ねても，明確な
写真 5　ライター用ガスの修理屋（筆者撮影）
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答えは返ってこない。一つの可能性は，かなりの
人が，年間 10 億米ドルと推計される，親族送金
の恩恵を受けていることである (6)。また観光部門
で働く人々は，チップなどの収入がある。さらに
先述のフィデルの演説で触れているように，国公
営部門からの物資の横流し，抜き取りなどの不正
行為を働いているケースも多い。これを闇市場で
販売して稼ぐのである。庶民の日常生活の課題は，
「明日の食事をどうするか」，「子供の学用品をいか
にして入手するか」といった最低限のことである。
ある米国人ジャーナリストは，キューバで取引さ
れている商品の半分が，「盗品」ではないかと推察
している（Symmes [2011]）。筆者の知るハバナ市
内のとある事務所では，一日中ガスコンロがつい
ており，理由を尋ねるとマッチがないからだと言
う。日常生活を送る最低限の物品にこと欠いてい
るのである。いずれにしても政府から支給されて
いる給料だけでは，生存維持水準の生活を満足に
維持できないことは明瞭である (7)。これは，革命
政府が早急に対応を迫られている問題である。
単一為替レート移行への見通し
二重通貨制の歪みが最も強く現れるのは，国公
営企業の活動である。こうした企業群に公定レー
トでの外貨の割り当てを決めるのは政府で，割当
を受ける企業活動とそうでない部門との収益格差
は甚だしくなる。実質的には大幅な赤字を抱えて
いる不効率な企業でも，割高な為替レートのおか
げで表面上は黒字となる。ペソ過大評価のより深
刻な問題は輸出産業の不利益である。獲得した外
貨は，公定レートで兌換せねばならず，輸出振興
のインセンティブは限りなく低くなる。社会主義
体制のもとでは，所得分配の公平性が重視される
から，輸出企業と輸入企業の労働者の間には，賃
金格差はほとんど存在しない。ただし一部の労働
者がインセンティブとして，給料の一部分を兌換
ペソで受け取ることもある。
二重通貨制のもう一つの問題点は，もし公定
レートを廃止してしまうと，現在の政府統計数字
が，ドル建てでは大幅に下落してしまうことであ
る。例えば，一人当たりの GDP は，2006 年は公
定レートでは 5000 米ドル程度であるが，並行為
替レートでは 225 米ドルに満たなくなってしま
う。しかし同年の財とサービスの輸出額だけで
も 100 億米ドル近くに達しているので，この並行
レート建ての数字はあまりに過少であろう（Di 
Bella and Wolfe [2008 : 58]）。既述のように，政
府は二重通貨制を将来的には廃止すると表明して
いる。政府部内では採用すべき為替レートについ
てすでに検討しているようだが，その具体的な内
容は何も明らかにされていない。そこで参考まで
に，国際通貨基金（IMF）の二人のエコノミスト
が試算した，新為替レートのシミュレーションを
紹介する（以下Di Bella and Wolfe [2008]による）。
結論から述べると，単一通貨制を採用した後も，
固定相場制を維持することが望ましい。いくつか
の組み合わせを検討した結果，新為替レートは
キューバの外貨準備との兼ね合いも考慮して，2
非兌換ペソ＝ 1 兌換に統一し，2 兌換ペソ＝ 1 米
ドルとするが最も妥当な組み合わせとなる。非兌
換ペソは廃止されるが，そのプロセスは外貨準備
高，財政状況にも左右され，いくつかのシナリオ
が想定されている。兌換ペソは対米ドルレートで
100％の切り下げとなる。
もしこの新為替レートを採用すると，輸入財価
格は上昇するので，現在の価格設定では配給制度
を継続するのは不可能となろう。電気，ガス，電話，
公共交通機関，芸術文化活動などの公共料金も大
幅に値上がりするであろう。公定レートのおかげ
で黒字であった輸入企業の多くは，赤字に転落す
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るが，輸出産業にはプラスである。新レートで計
算すると，2006 年の一人当たり GDP は 2500 米
ドルくらいで，エルサルバドルの下，グアテマラ
の上のレベルである。生活実感による主観的な判
断ではあるが，ほぼ妥当な水準ではないかと思う。
問題は全就業者の 85％を占める公的部門の労
働者の賃金がどうなるかである。昨年末から 50
万人の公務員の削減に着手しているように，政府
には財政上の余裕はない。かくして単一通貨制に
移行する際の最大の課題は，結局のところ，民間
部門において生産性の高い新しい雇用をどれだけ
創出するかとなるだろう。そのためには社会主義
システム全体の見直しが不可欠であることは，中
国やベトナムの市場経済への移行プロセス，東欧
諸国の歴史が教えてくれる教訓でもある。
むすびにかえて
本稿ではキューバの二重通貨制をめぐって，そ
の制度の概要と問題点，人々の暮らしぶり，これ
からの見通しについて，筆者の限られた生活体験
も踏まえて紹介した。政府がこのようなイレギュ
ラーな仕組みを採用している主因は，公的部門の
労働者の給与を低く抑えておかなければならない
からである。同時に革命政府は，社会主義が目指
す，現行の社会保障システムの存続と通貨の安定
の維持を，両立しなければならない。そうした複
雑な事情の中で，あえて二重通貨制を続けている。
現在の二重通貨制はまた，キューバの社会主義
体制の威信を保つ役割も果たしている。既述のよ
うに，もし並行為替レートで計算すると，一人当
たりの GDP は最貧国のレベルに転落してしまう。
キューバがその体面を保つために払っている代償
は，あまりにも大きい。現状は，その負担に耐え
切れない段階に達している。このことは政府自身
も認識している。二重通貨制をどのように解消し
ていくかが，キューバの現指導部に課された，早
急に解決しなければならない最重要の課題の一つ
である。2011 年 4 月 16 日〜 19 日に開催された
第 6 回共産党大会での決議に，注目したい。
注
⑴ 2011 年 3 月 12 日，キューバ中央銀行は，為替レー
トを 1 兌換ペソ＝ 1 米ドルに変更した。それ以前
は 1 兌換ペソ =1.08 米ドルであった。従来からの
課徴金 10％は据え置かれた。CADECA を利用で
きるのは個人に限られている。
⑵ 第 6 回全国人民権力議会において，ムリヨ（Marino 
Murillo Jorge）経済大臣（当時）は，配給制度に
政府が支出している金額は 10 億 1600 万米ドルで，
並行レートで計算すると 256 億 9200 万ペソ，こ
のうち受給者の負担額は 31 億 7100 万ペソで，差
額 225 億 2100 万ペソが政府の補助であると発言し
た。同時に，配給制度の段階的な廃止を提案した。
Granma [2010]
⑶ 国際協力機構（JICA）は，稲作の技術協力のプロ
ジェクトを実施している。
⑷ キューバの為替問題については，Vidal [2008]，狐
崎 [2011] など参照。
⑸ 米 国 人 の ジ ャ ー ナ リ ス ト， シ ム ズ（Patrick 
Symmes）は，キューバ人の平均的な月収である 15
米ドルで 1 カ月間，ハバナで暮らしたが，食糧事情
のせいで6キロ以上体重が減少したと報告している。
⑹ 研究者が実施した私的なハバナ市内の世帯調査で
は，配給食料品への支出額は月 40 〜 150 非兌換ペ
ソの間である。海外からの送金を受けている家計
は，かなりゆとりのある生活をしている実態が明
らかにされている。詳細は　宇佐見 [2011] 参照。
⑺ 筆者はキューバ滞在中，ハバナ大学の物理学教授
に，数学の個人レッスンを受けていた。授業料は 1
回 60 分で 10 兌換ペソであった。彼は何度も「自
分の収入は月500非兌換ペソだ。世界銀行によると，
1 日 1 米ドル以下は極貧層だそうだ。私たちのほぼ
全員は極貧層だろう。この臨時収入で何とか家族
を養っている」と語っていた。
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